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(3) 天白川 

菅田橋下流付近から植田川合流点までの約2.3km区間においては、天井川の解消、洪水時の水

位の低下及び支川の排水性の向上を図るために、河床掘削、必要に応じて堤防強化の整備を行う。

また、天白川上流植田川合流点から岩崎川合流点までの約6.0km区間においては、洪水時の水位

の低下、支川の排水性の向上を図るために、河床掘削、必要に応じて堤防強化の整備及び橋梁改

築を行う。 

さらに、名古屋市が河川整備計画と連携した内水対策（ポンプ増強、雨水貯留施設設置等）を

行う。 

整備にあたっては、動植物の生息・生育環境への影響に配慮するとともに、高水敷の天白川緑

地は、名古屋市や地域住民と連携し、散策路等の整備に努める。 

 また、地震・津波対策としては、表－4.1に示した区間について必要な堤防耐震対策を行う。 

図－10 天白川中下流※平面図 

※工事施行区間外においても、大慶橋、平子橋の橋梁改築は継続して実施する。 

※天白川の河口から植田川合流点までのこと 

激特事業区間

天白川

0.0km 

扇 川

藤 川

岩崎川

基準地点：野並

繁盛川

千鳥橋

大慶橋 

野並橋

菅田橋

新島田橋

音聞橋
天白川大橋 米野木橋

東名高速道路 

植田川

工事施行区間 

約8.3km

5.0km 

10.0km

15.0km
20.0km

0 1000 2000 3000 4000 5000m 
N

工事施行区間 

（耐震対策） 

延べ約5.6km 



  

 23

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－11 河川整備計画の目標とする流量配分図（天白川中下流） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－12 天白川中下流イメージ図（10.4km新島田橋上流付近） 

※イメージ図は、必要に応じて変更する場合がある。 
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図－13 河川整備計画の目標とする流量配分図（天白川上流※） 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図－14 天白川上流イメージ図（16.8km岩崎川合流点付近） 
※イメージ図は、必要に応じて変更する場合がある。 
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(4) 扇川・大高川 

扇川では、流下能力の増大を図るために、天白川合流点から若田橋下流付近までの約4.0㎞区

間において、河床掘削及び橋梁嵩上げを行う。さらに、名古屋市が河川整備計画と連携した内水

対策（雨水貯留施設設置等）を行う。 

整備にあたっては、動植物の生息・生育環境に配慮する。 

また、地震・津波対策としては、扇川、大高川において、表－4.2 に示した区間について必要

な堤防耐震対策を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図－15 河川整備計画の目標とする流量配分図（扇川） 

 
図－16 扇川・大高川平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－17 扇川横断イメージ図（5.0km付近） 
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(5) 手越川 

手越川では、流下能力の増大を図るために、手越橋付近から法河川上流端までの約1.1㎞区間

において、河床掘削を行う。さらに、名古屋市が河川整備計画と連携した調節池等の整備を行う。 

整備にあたっては、動植物の生息・生育環境に配慮する。 

 

 
 
 
 
 
 

 

図－18 河川整備計画の目標とする流量配分図（手越川） 

 
図－19 手越川平面図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－20 手越川横断イメージ図（1.7km付近） 

※イメージ図は、必要に応じて変更する場合がある。 
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(6) 植田川 

植田川では、流下能力の増大を図るために、天白川合流点から西山橋付近までの約4.4㎞区間

において、河床掘削を行う。さらに、名古屋市が河川整備計画と連携した内水対策（ポンプ増強

等）を行う。 

整備にあたっては、動植物の生息・生育環境に配慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－21 河川整備計画の目標とする流量配分図（植田川） 

 

図－22 植田川平面図（0.6km） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－23 植田川横断イメージ図（0.6km付近） 

※イメージ図は、必要に応じて変更する場合がある。 
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3.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所 

河川の維持の目的 

河川の維持については、河川の特性や整備の段階を考慮し、さらに「洪水や高潮等による災害の

発生の防止又は軽減」、「河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持」及び「河川環境の整備と

保全」等の観点から総合的に判断し、洪水時や渇水時だけでなく、川の365日を対象として、平常

時から河川の有する機能が十分に発揮できるようにすることを目的とする。 

 

河川の維持の種類及び施行の場所 

(1) 河道の維持 

河道を維持するために、河川を定期的に巡視し、治水上の支障となる堆積土砂や高木の除去等

の適切な対策に努める。なお、実施にあたっては、動植物の生息・生育環境に配慮し、瀬・淵の

形成や水際の植生など多様な自然環境となるように努める。 

 

(2) 河川管理施設の維持 

堤防や護岸等の河川管理施設を維持するために、日常点検や出水後の河川巡視を行い、異常が

確認された場合には、適切な対応を実施する。 

許可工作物については、管理上の支障とならないように、占用者に対して点検や対策を実施す

るよう指導・監督を行う。 

また、地域住民との連携を図り、河川美化の推進に努める。 

 

(3) 水環境管理の推進 

水環境の適正な保全を図るために、関係機関等と連携し、河川の水量や水質の監視等に努める。 

 

河川情報の提供 

(1) 流域における取り組みへの支援 

河川の整備にあたっては、地域住民の理解と協力が不可欠であるため、地域に対して河川に関

する各種情報を提供する。また、関係機関と連携し、地域住民の維持管理への積極的な参加を促

すための機会づくりに努める。 

 

(2) 防災情報の提供 

洪水等による被害の軽減を図るため、雨量や河川水位等の防災情報を迅速かつ的確に関係機関

へ提供し、水防活動を支援する。さらに、地域住民が余裕を持って避難できるように、インター

ネット等を通じて情報を提供する。 

災害時のみならず平常時から、地域住民の防災意識の向上を図るため、関係市町の洪水ハザー

ドマップ作成の支援、水防体制の強化及び関係機関や地域住民との連携に努める。 

 

 


